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 地域包括ケアシステム 
における公立芽室病院の役割 
 

団塊世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自

分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援を一

体的に提供する「地域包括ケアシステム」の構築が求められています。今後、増加する高齢者の生活

を支えるために、芽室町の特性に応じて自主性・主体性をもって、システムをつくり上げていくこと

が急務です。システム中の医療分野で核となる公立芽室病院の役割と動きについてお伝えします。 

 

 ２ 

地域包括ケア研究会報告書 

(平成 28年 3月)より 

地域包括ケアシステムにおける 
公立芽室病院の役割（各部署・機関機能・連携図） 
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 地域包括ケアシステムにおける公立芽室病院の役割 

 

 

 

7 月 1 日に開設しました。ステーション化によって主治

医が他の病院であってもサービスを受けられること、

医療分野の２４時間対応とともに介護分野でもサービ

スを受けられることが可能となりメリットは大きなも

のがあります。当院外来、各病棟と連携できることが

「強み」であり、民間事業所との関係を通じて、地域で

安心して過ごすことができる環境づくりにつなげたい

考えです。訪問看護に加え訪問リハビリの体制も整え

ます。 

 

 

 

総合診療科医師が日時等を決めて訪問の上、診療し

ます。定期的かつ計画的に訪問し、診療、治療、薬の処

方、療養上の相談、指導等を行います。患者さまやご

家族の方からご相談を受けた時点で、病歴、現在の病

気、病状などを伺うとともに関係医療機関などからの

情報収集も図り、どのような治療を受けられたいかな

ど、ご家族の介護力や経済的な事情なども伺いなが

ら診療計画、訪問スケジュールを立てます。急変時に

は緊急訪問に伺ったり、入院の手配を行ったりするな

ど臨機応変に対応し、「かかりつけ医」として在宅療養

をサポートします。 

 

 

 

急性期の治療を終了し、病状が安定した患者様に対

して、在宅復帰に向けて医療管理、リハビリ、退院支

援など効率的かつ密度の高い医療を提供するために

平成２６年４月から国の制度として導入された病床。

経過観察が必要な患者様、在宅復帰に不安がある患

者様、在宅復帰に向けて積極的なリハビリが必要な

患者様などのために、当院では地域包括ケア病床１０

床を設置。８月から１５床に増床の予定であり、さらな

る増床について検討します。 

公立芽室病院の強みを生かした地域包括ケアシステム体制整備 

訪問診療 

 

訪問看護ステーション 

 

地域包括ケア病床 

 

 

 

 

病病・病診連携とは、病院間の連携・病院と診療所・ク

リニックとの連携をいいます。かかりつけ医が特別な

検査や治療が必要と判断した場合は、専門的に診療

する医療機関・病院を紹介します。これが病診連携で

あり、当院が紹介されるものです。当院が高度医療機

器をもとに質の高い医療を行う総合病院等に紹介す

るのが病病連携です。医療機関では、高度急性期・急

性期・回復期・療養期などに機能分化され、患者さま

の病状に応じた医療の提供を行う方向にあります。

当院は産婦人科を閉じ外科休診となり以前より診療

科数は減少しています。しかし各医療機関が各機能に

合わせて連携し、地域全体で患者さまを総合的に診

るという体制を強めています。より良い医療を提供

するために近隣の診療所・クリニックや病院と役割分

担をし、患者さんを紹介しあう仕組みを構築していき

ます。 

 

病病連携・病診連携 

 

写真提供:十勝毎日新聞社 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域連携室では、令和２年７月から特別養

護老人ホーム芽室けいせい苑様と介護老人

保健施設りらく様の職員との間で、介護医療

連携会議を毎月定例開催しています。この会

議は相互の情報を交換するとともに課題を抽

出し、その解決を図ることを目的としていま

す。 

個々の課題から抽出された制度上の縛りや

未整備の領域にも着目し、役場担当課や関係

機関との調整と相談の必要性を感じていま

す。相談員、ケアマネージャー、看護師、介護

士をはじめ、最近ではリハビリ担当や栄養士

などへもその領域を広げ、対話をもとにして、

課題解決を図り、施設を利用される方、患者

さま、ご家族に対する最善のサービス向上を

目指しています。 

介護医療連携会 で施設と病院をつなぐ 

４ 

MSW が担う地域包括ケアシステムの役割 

私たち医療ソーシャルワーカー（MSW）は、病院の中にいる「福祉」の専門職です。 

ご本人・ご家族の希望や、大切にしたいことなどをお伺いし、実現に向けて医師・看護師・リハ

ビリ職種等の院内医療チームに働きかけていくことが可能です。あわせて、ご本人を取り巻くご

家族や環境、さらに日ごろから支援いただいている各関係機関の専門職の方々、地域の方々、

一つ一つを大切な要素と捉え、バランスよく調整できるよう支援の可能性を探っていきます。 

ご本人・ご家族への相談への対応を通じて日々たくさんのことを学ばせていただいておりま

す。お元気なうちから自分自身のこれからの人生の送り方を信頼のおける方に「延命治療はし

たくない」、「痛いことや苦しいことは避けてほしい」、「住み慣れた家で最期を迎えたい」、「ひと

りでは心配なので芽室町内の施設に入所したい」などと希望を伝えておくことは非常に大切だと

考えています。ただ、実際にその場が来た時に決めていたはずの気持ちが揺らぐこともたくさん

吉田かおりMSW（写真左）澁谷理恵MSW（写真右） 

 

あります。私たち MSW はその想いにも寄り添い、そ

の時々においてご本人・ご家族が結論を導いていけ

るように、対話と説明を繰り返し、ていねいに関わら

せていただきます。 

私たちは、公立芽室病院1階事務室内（会計後ろ）

におります。誰にどんなことを聞いてよいのか分から

ないということでも構いません。まずお話を伺い、と

もに考えます。お気軽にご相談ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀田健太郎 医長が７月１日着任 

７月１日付けで、当院総合診療科に亀田健

太郎医師が着任しました。 

亀田医師は更別村出身で、平成２８年３月

に北海道大学を卒業後、同年４月から帯広厚

生病院で初期研修を経て、同病院総合診療

科医として臨床にあたられました。亀田医師

は総合診療専門医、内科専門医の資格を有

し、令和元年１０月から１２月までの３か月間、

当院で総合診療専門医養成プログラムの一

環として研修されました。 

亀田医師の着任によって、総合診療科常

勤医は７人体制となります。当院の地域包括

ケアシステム強化と診療体制が充実します 

総合診療科 

 
 

５ 

看護科 が担う地域包括ケアシステムの役割 
私たち看護科スタッフは、町民、地域住民の「住み慣れた地域で暮らし続ける」をお支えします。 

今月から訪問看護ステーションを開設し、ご自宅での療養を希望される方への対応も２４時間

体制で可能となりました。また、町内の介護老人保健施設や特別養護老人ホームと連携を図り、必

要な時に必要な医療や介護が提供できるようお互いの協力体制を構築しています。 

どんな生き方、どんな暮らし方を望むかは、人それぞれです。「病気になった時は、こうしてほし

い。」「療養や介護が必要なったら、病院や施設ではなく自宅で過ごしたい」など、お元気なうちから

考えていただくことが大切です。それをご家族とも共有していただき、外来通院や入院、訪問看護

を通じて、その思いを私たちにもお聞かせ願います。私たち看護科スタッフは、お一人お一人が大

切にされている思いに寄り添い、一緒に最善

の対応を考えながら、それを実現するための

支援を続けます。そして、医療や看護が必要

になった時に「芽室病院があるから安心」、

「芽室病院の看護師や介護士の世話になり

たい」と思っていただけるよう、専門職として

の自己研鑽を重ねながら地域包括ケアシス

テムにおける当院の看護科としての役割と責

任を果たしてまいります。 入院病棟の運営を担う伊東名緒子看護師長（4F/写真左）と
柳谷昌美看護師長（2F/写真右） 

 

 地域包括ケアシステムにおける公立芽室病院の役割 



 
 

      地域医療、地域包括ケアと医科大学〜公立芽室病院との連携〜 
旭川医科大学 － 芽室地域包括ケア体制整備推進事業を推進中 

 
 

旭川医科大学医学部 

看護学科看護学講座教授 

同大学地域共生医育統合センター 

副センター長  

 
山根由起子 氏  
 
高齢社会への対応として 

 
地域住民にとって信頼できる人がいて、安心して過

ごせる町が理想なので、公立芽室病院が自宅でも施設
でも病院でも療養場所を選べる体制にしているのは町
の要だと思います。医療職だけでなく、介護職や地域の
サポーターと共に地域住民の暮らしや希望に沿える活
動が超高齢社会では必要です。担い手が増えるために
は、地域包括ケアのあり方を町として取組み、必要な教
育や体制づくりを構築することも必要です。地域包括ケ
アシステムの中の病院の役割は一部ですが、住民のニ
ーズに応じられる役割を期待しております。 
 
生活の場では生活ができること、病院では必要な治

療が施されることが優先されます。高齢者の希望に沿
える医療や介護ができるように「人生会議」のような内
容が普段の会話からできると良いと思います。何か起
きた時にどう過ごしたいか、家族やかかりつけ医に伝え
たことや記されたことも大切にし、ご本人の納得できる
対応を目指したいところです。 
 
公立芽室病院への感想・期待・展望 
  
公立芽室病院は病院の再編時に、急性期や外科系

は他の病院と連携し、二次救急や回復期、慢性期、在
宅医療に専念され、現在は総合診療医が 7 人になり、
訪問看護ステーションもできます。数年前に地域包括ケ
ア病棟が稼働し、シームレスに在宅療養ができることも
強みです。公立芽室病院があることにより「在宅療養を
選択できる、いつでも病院に行ける」を保障でき、住み
慣れたところで安心して生活が続けられる体制にもなり
ます。私はその地域の人が大切にしていることやできる
ことを尊重し、今後も何かサポートできたらと思います。 

 
病院の基本理念「できることから始めよう。」にふさわ

しい多数のプロジェクトやヒアリングなど病院の取組み
は活気的で、働いている人も住んでいる人も活気が出
てくるのではないでしょうか。また、住民のアンケートか
ら「なぜ在宅療養を希望しつつ選べないのか」も視野
に、病院でも在宅でも療養が選択できる体制づくりや
啓蒙活動を町と協働し、これまで以上に地域包括ケア
の中で医療者が地域住民の幸せを考える展望にも期
待しております。 

 

旭川医科大学医学部教授 

同大学地域共生医育統合センター 

センター長 
 

 
牧野雄一 氏 

 
大学と地域医療の重要なつながりは 
医療者を育てること 

 
突然ですが、皆さんは医科大学と地域医療のつなが

りについてどのようなイメージをお持ちでしょうか？おそ
らく『大学は医師を地域に派遣する派遣元であり、大学
病院は高度医療を提供するために各地域から患者さん
を受け入れるところ』とお考えの方が多いのではないで
しょうか。確かに、2〜30 年前まではそうだったかもし
れません。 
 
大学には「教育」、「研究」ともう一つ「社会貢献」とい

う使命があります。医科大学の場合、当然それは「医療
を通じた社会貢献」であり、「地域に役立つ医療者を育
てること」に他なりません。地域の方々が必要とする医
療を提供できる良い医療者を育てることが私どもの大
事な使命です。皆さんが住み慣れた場所で、安心、安全
に自分らしく暮らすために『地域包括ケアシステム』とい
う仕組みが作られ、国や町、施設や病院、いろいろなサ
ービスが協力しあっているのをご承知の方もいらっしゃ
ると思います。この『地域包括ケアシステム』の中で『医
療』を担当し、お一人の患者さんだけでなく、ご家族や
町に暮らす多くの方々のためにもしっかりと働ける医療
者を育てることが、今、大学と地域医療との最も重要な
つながりであると私どもは考えています。 

 
公立芽室病院から大学も学ぶ 

 
公立芽室病院はまさに、芽室町の地域包括ケアシス

テムの医療部門の中心です。特に最近、総合診療科の
医師が多く着任されたり、訪問看護ステーションが設置
されるなど、在宅医療・訪問診療がますます充実する様
子は目を見張るばかりです。私どもも、訪問看護に関わ
る意見交換や旭川医大の若い医師が在宅医療に短期
間でも参加できるしくみを作るなど、公立芽室病院との
連携を始めました。医学生や看護学生の実習を通じて
地域包括ケアシステム等の勉強の機会も与えていただ
いてもおり、実際には連携というよりたくさんのことを教
えていただき大変恐縮しておりますが、色々なつながり
を通じて、地域の皆さんが必要とする医療を一緒に作り
上げられたら大変うれしく思います。患者さんや住民の
方々、公立芽室病院の皆さん、役場の方々はじめ芽室
町の多くの皆さんにはこれからも大変お世話になること
と思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

キーワードは連携 
Point 
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町民の皆様の健康・医療・介護 

そして在宅医療を支える病院へ 

１回の回診を行い、状態の変化への対応が早くなり、施

設での「看取り」も、当院が担っています。さらに今年度

からは介護老人保健施設「りらく」様に週１回訪問し、施

設長からの医療相談も開始しています。 

地域包括ケア病床は、急性期の治療を終了し、病状

が安定した患者様に対して、在宅復帰に向けて医療管

理・リハビリ・退院支援などを提供する病床です。現在

は１０床ですが、８月からは１５床に増床し、さらに２０床

にまで増床する予定です。地域包括ケア病床の増床は
芽室町にとっても重要な意味を持ちます。 

 

関係するあらゆる機関と連携し 
当院の弱みを克服し強みを伸ばす 
 

当院は、地域包括ケアシステムの推進の上で、医療・

生活支援・介護予防・介護との連携を目指しています。 

最も重要な点は「ご本人の選択とご本人・ご家族の心構

え」を尊重し、これらを大前提として、すまいと住まい方

が選択され、それに必要な介護予防・生活支援が検討

されていくことです。そのため、他施設および病院間の

連携は欠かせません。当院の地域連携室が中心的な役
割を担いますが、病病連携、病診連携はもとより関連す

る施設と直接ご挨拶し、当院の体制をご理解いただくよ

う努めています。 

地域連携室の取組みとして、介護医療連携会を毎月

定例で開催しており、社会福祉士、ケアマネージャーな

どの多職種との連携も重要であり、施設入所前に病院

でできるようになっておいてほしいことや、各施設で看

護師さんが対応できる医療行為の確認などについて話

し合っています。毎月テーマを設定し、多職種が参加す

る機会となっています。 

旭川医大との連携も活発化しています。「芽室地域

包括ケア体制推進事業」を掲げ、地域共生医育統合セ

ンターの牧野センター長と山根副センター長がご尽力く

ださり、特に訪問看護体制の強化などにご協力をいた

だいています。 

 

今後も当院は、病院内において総合診療科だけに限

らず全ての診療科、多職種の連携はもとより、外部関係

機関とも積極的に連携を進め、地域包括ケアシステム

を担う医療機関として、町民の皆さまから信頼をいただ

ける病院づくりを進めます。 

経営改革・医療構想・コロナ禍にあっても 
地域包括ケアシステム体制を整備構築 

 
公立芽室病院の経営理念は、「できることから始めよ

う。」であり、次に「地域医療の砦として、町民の皆様の

健康・医療・介護・在宅を支える役割を果たし続ける病

院となる。」と続きます。 

地域包括ケアシステムは、「高齢者の尊厳の保持と自

立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた
地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けること

ができるよう地域の包括的な支援・サービス提供体制

を構築する」です。したがって、当院の経営理念とも重

なるものであり、双方ともに患者様のご意思を最優先す

るというものです。 

当院はこの数年間、経営悪化からの脱却を目指して

改革を進め、さらに国が示す医療構想も念頭に急性期

から回復期・慢性期への機能転換を図ってきました。加

えて新型コロナウイルス感染症対策のなかにあっても、

地道に地域包括ケアシステム体制を整備してきたことを

ぜひ、ご理解いただきたいと思います。 

 
かかりつつけ医の機能強化と 
地域包括ケア病床の拡充がポイント 

 

当院は「地域包括ケアシステムの中核施設」として「か

かりつけ医」としての機能を充実させることと地域包括

ケア病床を推進していくことが重要です。 

「かかりつけ医」の機能強化としては、今年４月から総

合診療科を開設し、７月時点で７人の医師体制となりま

した。一貫して総合診療、家庭医としての経験が豊富な

松田医長、自治医科大出身でへき地での赴任経験もあ

り総合診療を担ってきた外科専門医でもある高橋部

長、診療所長を務めてきた和田医長、離島で幅広い診
療の経験を持つ酒井部長、全人的に患者さまを診療す

ることを念頭にする旭川医大第三内科出身の田中副院

長と相馬医長、そして総合診療一筋で経験を積まれた

亀田医長が７月に着任しました。 

総合診療科医が増えることで、在宅診療としての訪

問診療が強化され、介護・福祉施設との連携もより深ま

り、医療から介護、介護から医療という移行がスムーズ

になります。 

当院では令和３年度から、特別養護老人ホームけい

せい苑様の嘱託医を担っています。総合診療科医が週

公立芽室病院 病院長   研谷 智 

 

７ 

 地域包括ケアシステムにおける公立芽室病院の役割 

キーワードは連携 
Point 



 

5/26・6/16  崖っぷちからの経営改革！から学ぶ  

公立邑智
お お ち

病院(島根県)日高副院長ら招き研修会を連続開催 

２度にわたり、邑智郡公立病

院組合公立邑智病院（島根県）の

日高武英副院長兼事務部長と天

野久子看護部主任を（5/26）、同副

院長と土井祐子総務企画課長を

（6/16）講師として招き、研修会を

開催しました。 

同病院は、赤字経営が続いて

いた 10 年前に経営再生のため

に部門別会計管理制度を導入。

全職員によって病院全体の生産

公立芽室病院をみんなで支え

る会(鳥本ヒサ子会長・個人 180

人、９法人)主催の春の環境整備

事業・病院花壇の苗植えを行い

ました。当院職員やその家族な

ど約 50 人が参加し、ベコニア、

マリーゴールド、サルビアの苗

440本を植えました。 

秋の整備の10月までの間、病

院前を美しく彩られます。 

5/29 春・環境整備50人参加 

公立芽室病院をみんなで支える会主催 

感 

８ 

     令和３年度公立芽室病院事業会計決算状況 

項 目 令和３年度 令和２年度 前年度比較 

病院事業収益 （Ａ） 22 億 7,483 万円 23 億 1,779 万円 △4,296 万円 

病院事業費用 （Ｂ） 20 億 8,936 万円 21 億 3,404 万円 △4,468 万円 

事業収支 （Ａ）－（Ｂ） 1 億 8,547 万円 1 億 8,237 万円 172 万円 

入院  24,924 円 69.4 人 25,641 円 76.1 人 △717 円 △6.7 人 

外来  9,218 円 229.8 人 8,999 円 211.0 人 219 円 18.8 人 

※ 病院事業収益・費用ともに増減の△４千万円は、前年度国から交付された慰労金で、職員に支給したものです。 

令和３年度の当院の収支決算状況は、１億８千５百万円の黒字決算となりました。これまでの新

型コロナウイルス感染症の経験を踏まえて、徹底した感染対策、来院される方へのマスク着用や検

温等のご理解とご協力により病院運営を継続しました。収益は前年度同様にコロナ対応関連の補助

金および一般会計からの繰入金を受け、費用は医師退職に伴い人件費が減少した一方で燃料の高騰

等により経費は増加しました。令和４年度は、総合診療科医師の増員、訪問看護ステーションの開

設など医療の質と病院機能をさらに向上させ、これまで以上に町民の皆さまから信頼される体制づ

くりを強化します。 

 

性向上を図り、10年連続黒字決

算を続ける全国自治体病院でも

有数の経営を誇り、その経営手

法を参考とするために延べ100

人が参加しました。 

日高副院長らは町長・副町長、

芽室消防署救急課長らとも会

談。院内では、院長・副院長をは

じめ看護科（主査以上）、診療技

術科、事務局職員などと意見交

換しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

〖材料／1人分〗 
 
・ゆでだこ…………    
・胡瓜……………… 
・キムチの素……… 
・胡麻油… ……… 

 

〖おすすめポイント〗 
たこはタウリンを多く含んでおり、動脈硬化の予防に効果

的です。胡瓜にはむくみを解消するカリウムや美肌づくりに

必要なビタミン C が多く含まれ、さらに水分が多いため、体

温を下げる効果があります。夏バテ防止におすすめの食材

です。 

塩分     1.7ｇ 

エネルギー75kcl 

11.9ｇ 

〖作り方〗 

①たこは食べやすい大きさに切る 

②胡瓜はまだらに皮をむき、乱切りにする 

③キムチの素と①②を混ぜ、胡麻油と合わせる 

病院栄養士の  おすすめ一品  Vol.２ 

簡単!タコと胡瓜のキムチ和え 
 

50ｇ 
50ｇ 
10ｇ 
１ｇ 

 

 ９ 

眼底検査/聴力検査 

心電図検査 

診 察 腹部エコー検査 

胃がん検診 

（胃内視鏡検

査） 

肺がん検診 

お申込み・お問い合わせ先／公立芽室病院 健診センター／62－2811（内線 234） 

企画編集：できることからはじめよう PT/健診WG 

検診WG 

お 

 

今回は、当院の人間ドックの様子をご紹介します♪ 
健康診断は「病気の早期発見、早期予防」と同時に、体調が良い時の健康状態  
が確認できるので、体調が悪い時に検査所見が比較できて診断の手がかりにも  
なります。町内で手軽に人間ドックが受けられますので、ぜひご利用ください。 

すこやか健診（人間ドック）ってどんな検査をするの？

岡山総看護師長 

すべての検査を受けて 

７，３２０円～ （町民限定料金です） 



 

 

NO. 講演テーマ 所 属 

医師 A- 1 生活習慣病（高血圧・糖尿病・脂質異常症）と合併症 総合診療科 

 A- 2 高血圧症～血圧が高いと言われたら～ 総合診療科 

 A- 3 糖尿病～血糖が高いと言われたら～ 総合診療科 

 A- ４ 脂質異常症～コレステロールが高いと言われたら～ 総合診療科 

 A- ５ 気管支喘息・COPD（慢性閉塞性肺疾患）について 総合診療科 

 A- ６ 在宅医療について 総合診療科 

 A- ７ アドバンス・ケア・プランニング～人生の最終段階における医療の決定のプロセス～ 総合診療科 

 A- ８ 健康長寿とは～フレイルについて～ 総合診療科 

 A- ９ 上手な病院のかかり方 総合診療科 

 A-10 骨粗しょう症について 整形外科 

 A-11 肩の痛みと治療 整形外科 

 A-12 膝の痛みと治療 整形外科 

 A-13 糖尿病による眼の病気 眼 科 

 A-１4 白内障について 眼 科 

 A-15 網膜剥離ってなに？ 眼 科 

 A-16 翼状片ってなに？ 眼 科 

 A-17 緑内障について 眼 科 

 A-18 涙目について 眼 科 

 A-19 ドライアイについて 眼 科 

看護 B- １ 健康的にやせるダイエット 看護科 

 B- ２ 認知症の対応～ユマニチュード 看護科 
 B- ３ 正しい手洗い・手指消毒のしかた（感染予防） 看護科 

 B- ４ アドバンス・ケア・プランニング（人生会議） 看護科 

診療技術・事務  
C- 1 

病院経営改革の目指すところ 事務局（事務長・総務係） 

C- ２ 保険証のしくみについて 事務局（医事係） 

C- ３ あなたや家族が入院したら・・・医療ソーシャルワーカーができること 事務局（経営企画係） 

C- ４ 当院でできる放射線検査の紹介 診療技術科・放射線係 

C- ５ 肺炎の CT画像(新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ)の検査経験から 診療技術科・放射線係 

C- ６ 透析ってなんだろう？ 診療技術科・臨床工学係 

C- ７ 検査と血液 ～血液が教えてくれること～ 診療技術科・検査係 

C- ８ 輸血のはなし ～血液型から輸血について～ 診療技術科・検査係 

C- ９ 新型コロナウイルス PCR 検査について 診療技術科・検査係 

C-10 糖尿病の食事 診療技術科・栄養管理係 

C-11 骨粗しょう症の食事療法 診療技術科・栄養管理係 

C-12 減塩のすすめ～自宅のお味噌汁の塩分を計ってみよう～ 診療技術科・栄養管理係 

C-13 老眼ってなに？ (なってしまったら？気をつけること) 診療技術科・眼科係 

C-14 おくすり相談窓口の取り組み 薬剤科・薬局 

C-15  転倒予防について 診療技術科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ係（理学療法士） 

C-16  腰痛体操について 診療技術科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ係（理学療法士） 

C-17  ロコモティブ・シンドロームについて 診療技術科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ係（理学療法士） 

C-18 健康体操 診療技術科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ係（理学療法士） 

C-19 高齢者運転免許の認知機能検査とは 診療技術科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ係（作業療法士） 

C-20 のどの衰えが肺炎につながる？ 診療技術科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ係（言語聴覚士） 

住民D- 1  芽室町に公立病院が残るために～私たちができること 公立芽室病院をみんなで支える会 

出前講座  詳しくは、経営企画係にお問い合わせ 

（TEL６２-２８１１）いただくか、もしくは 

病院ホームページをご覧願います。 
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※ 日時・場所など事前にご相談願います。新型コロナウイルス感染症拡大などでご希望に添えないことがあります

ので、あらかじめご了承願います。 



 

1１ 
 

 詳しくは、総務係にお問い合わせ 

（TEL６２-２８１１）いただくか、もしくは 

病院ホームページをご覧願います。 

 

■ 看護師募集 
【募集人数】  若干名（外来・手術室経験を有する方） 
【給    与】  看護師 …１９４，２２５～２５８，８７０円 

 
■  介護員募集 
【募集人数】  若干名（夜勤が可能な方に限ります） 
【給    与】  介護員（初任者研修受講者）…１７６,３２２～２０８,２５８円 

介護員(介護福祉士)…１７９,５１６～２１０,３８７円 
夜勤手当 ６，１００円／１回 
 

■  事務員(医療事務)募集 
【募集人数】  若干名（経験者優遇） 
【給    与】  医療事務…１４７,８７０～１７６,３２２円 
 

■  調理員募集 
【募集人数】  若干名（調理師免許取得者・経験者優遇） 
【給    与】  調理員……１５６,３８７～１８２,６１２円 
 

■ 共通事項 
【賞    与】  年２回 2.4 か月(週 30 時間以上勤務かつ４月１日採用者のみ） 
【待    遇】  有給休暇あり(6か月経過後)／通勤手当あり／社保加入／ 

院内保育あり／制服貸与あり 
【応募方法】  電話連絡のうえ履歴書を送付願います 

当院では、働き方改革を進めており、職員増員のため 

４職種での【会計年度任用職員】を募集しています。 

■ 看護師・介護員・事務員（医療事務）・調理員のいずれも若干名を募集します。 

■ 看護師は、外来・手術経験がある方が対象で、このほかの職種も経験者を優遇します。 

■ 介護員は夜勤が可能な方のみとします。 

職員急募 

※ 勤務時間や内容など、ていねいに説明いたしますので、お気軽にお問合せください。 



    　【午前】　７時４５分～１１時３０分    　【午後】　０時３０分～４時３０分

    　【午前】　８時４５分～　０時３０分　　　【午後】　１時３０分～５時１５分　

月 火 水 木 金

第 １ 診 察 室 田　中 田　中 田  中 和　田 高　橋

第 ２ 診 察 室 酒　井 松　田 酒　井 松　田 和　田

第 ３ 診 察 室 高　橋 酒　井 松　田 相　馬 亀　田

第 ４ 診 察 室 亀　田 相　馬 和　田 亀　田 酒　井

内 視 鏡 検 査 等 相　馬 高　橋 相　馬 高　橋 田　中

第 １ 診 察 室 松　田 和　田 亀　田 酒　井 相　馬

第 ２ 診 察 室 和　田 高　橋 高　橋 亀　田 松　田

内 視 鏡 検 査 等 高　橋 相　馬 相　馬 田　中

※救急患者の受入れ等により、診察までお待たせすることがあります。

月 火 水 木 金

〇 〇 〇 〇 〇

〇 ※（乳幼児健診） ※休診(慢性外来） ※予防接種 〇
※予防接種受付時間　　木曜日　午後２時～午後２時３０分
※予防接種は予約制です。事前に医事係へお申し込み願います。
・ＢＣＧ（祝日を除く第１木曜日）※単独接種ですが特段の事情により他と同時接種を希望される場合はご相談ください。
・Hib、肺炎球菌、小児B型肝炎、四種混合、麻しん風しん、水ぼうそう、おたふくかぜ、日本脳炎、二種混合（祝日を除く第2～5木曜日）
・子宮頸がんワクチンは一般診療の時間内で対応いたします。
※火曜日午後は町の乳幼児健診を【あいあい21】で行うため小児科医不在の時間があります。
　　一般診察をご希望の場合は予約制となりますのでご相談ください。
※水曜午後の慢性外来は予約制となります。
※木曜午後は予防接種外来となります。一般診察の対応につきましてはご相談ください。

月 火 水 木 金

第 １ 診 察 室 ※研  谷 研　谷 研　谷 研　谷 幅  口

第 ２ 診 察 室 幅　口 幅　口 幅　口

第 １ 診 察 室 研　谷 研　谷 幅　口
第 ２ 診 察 室 幅　口

※乳幼児股関節脱きゅう検診 ・骨粗しょう症検診は、診療時間内に随時行っています。
※月曜日午前中は、研谷院長が不在の場合もありますのでお問い合わせ願います。

月 火 水 木 金

〇 〇 〇 〇 〇

休診（検査日） 休診（手術･検査日） 〇 休診（検査日） 〇

月 火 水 木 金

〇 〇 休　　診 〇 〇

〇 休 　 診 休　　診 休　 　診 休 　　診

※木曜と金曜は９時１５分から診察開始になります。
※詳しい出張医師名については、院内掲示をご覧願います。
※事情により診療開始時間が遅れることがあります。
※土曜日、日曜日、祝祭日および夜間で救急の場合は、診療を受け付けます。

　　　　　　　　082-0014  芽室町東4条3丁目5番地　TEL 0155-62-2811（代表）

午　前

午　後

診　療　時　間

午　前

午　後

※月曜日・火曜日・木曜日の午後は、検査や手術を行っていますが、診察可能な場合がありますので、眼科外来までお問い合わせ願います。

午前

午後
14:30  -
17:15

休診（検査日） 休診（手術日）

午
後

　　　　　　　　2022年（令和4年）7月12日発行　公立芽室病院コミュニケーションﾍﾟｰﾊﾟｰ　Wa!【わ】

    【     眼    科    】　              大西診療部長

    【 耳鼻咽喉科 】　　　　　　　　出張医師（旭川医大／北斗病院）

※金曜日の午後は、産業医外勤がありますので15時からの診療となります。

    【   整形外科   】　               研谷院長　              　 　幅口診療部長

外来診療のご案内    　　令和4年7月1日改正版

午　前

午　後

受　付  時  間

午
前

         　 　　　※ 整形外科は　２時３０分～５時１５分８月１５日㊊お盆により休診します

    【  総合診療科  】  　 田中副院長 ／ 酒井診療部長 ／ 高橋診療部長 ／  和田医長  ／ 相馬医長  ／  松田医長  ／  亀田医長

    【    小 児 科    】　               木田診療部長
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